
















































あっても事件当事者の場合は 死罪 獄門等の軍刑に処せられた。之は戦国時代 苛酷残忍な刑罰 残津が、かなり存した事を示して い
AUY
「幼少成ル故」特別に処置された例、（包蒜号訴















ては、綱吉治政下の裁許帳の感す あ 。前記の「幼少成ル故」の名目で寛刑を受けたのもその治政下である。之は綱育自身が特に困聞の中ま寸心を用い、獄舎 改造や囚人 待遇改善等を行った行刑え 関…
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影響したのか、叉晩年には極端に走った、「生

















政及び司法の政令集」としての、「松江藩出雲国向」（崎一読一い伸一山町一鮒杭部一日刊拭）では少年保護関係とし みられるものはだい。叉前期の「盛岡藩文化律」も古 は承応に遡る判例を例記しているが、少年関係についてはない。数少い審法 中で、「土佐園地方史料」（一組問…諸町市）の近世初期（山内時代）史料では詳細な法度、提の中に、年令投伺附記した 年関係を見 事が出来る。即ち諸法度条
hべでは男女車どして表示している。中でも官姓に関する
ものが最も多く ハ門官牲の下人男女童等はしりこみの 。に関係ある条で処分の条にだけ童と表示していないが、耳や鼻をそぐといった刑罰から童が除外されたか が不明である。
同藩では幼少年令については、武家は十一才庶民では十五才と











徒弟となった者を後で下人と 使う持を禁じた条 あ 。職業教育に従事する事を規定した条で 、漁村では十六才からを一人前とし、十一一、三 より十五才迄 作業をきめ、更に男子八 九
一三四
























子禁止、十六例（享保年聞が半数をしめ る）三、切支丹宗門改に子 たもの七例で、更に当才、男女二才以上と年令を規定したもの三例。四、急水等非常に際 ての出動義務の年令規定。六例。すべて元棟以降で、いづれ 十五 以上六
O
才未満
としていて、一人前 労働可能とみられる十五才が 明文 して表われた事を示 てい 五 幼少者を介抱すべき事を拐一定したもの。七例で「親は子を懇愛し： にて尖母な・ も ：：：此四門の類は尤も以てあわれむべき随一他（恐純一一鳩山…一隅抑制郡）に代表されるように、特に寄辺ない幼少者に対 て、憐敗中を加える事を規定している。六 幼少百姓につ て規定したもの十七例。五人組女書で多くみられる事項で前期とし も最も自につくもので、①幼少官姓の田畑等を成人する迄預る ②五人組や村で引立援助する。（三例）①田畑が荒 ない様村中で助け合う事。（七側）④年買収納や検見等に影響すること 強調 田畑を荒きない様規定したもの（一一例）（附砂一却協同軒四時一時間飢何時ぷ十畑
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明示したもの。一、牛馬売技法吋憐生類事。（前略）雄仲間幼年の子どもは何の弁も無之により かうさ類無沙汰有之もの由。常に慰大切に たすべき 能おしえ箆末に仕間敷者也（摂叫ん町鮭浦市川柳邸前）禁止事項の多い五人組文書で「幼年無弁もの」と た は注目すべきである。之に対して「幼少老人は草木の実葉根をたぺ、雑識を貯置せよ」（間耐震…鴻…
M網
棚）労働価値から区別を受け
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み合で前期だけとした。叉「少年保護」の概念についても、ここでは広く「幼少老関係」として扱った。「少年保護」とし 取扱うには、各史料の夫々の事例の持つ背景を究明する必要があるが、本稿で 全体の概観のみに終った。従来かえりみられる事の少なかった江一同時代 にも、幕府法、藩法ともに、近世的封建制度隆盛期にあって 司法の分野だけに限定しても、幼少年保護を具体的に実現しようとした努力が払われている 、特に庶民法で包、後期でみる事の少ない、地域社会での温かい幼少者保護の誇れを波みとる事が出来る。
江戸時代の少年保護は、後期のみに注目され勝であるが、前期






























弟 子 十 五 才
を折鑑し縄でしばり二階に為げ死に至る。牢舎
l
親 類 訴 訟 赦 免
「問書」第一。二ハ二。壱人忠兵衛の件、養子十三才を朝から晩
、ず で
桶 キ か ぶ せ 折 鑑 死 。 窓 ・ 舎
l















にやる場合子供十才未満の処置」で『石の通町奉行所より相側候問万石以上以 下 共 に 可 被 通 置 候 」
（日）「近世村落自治史料健一一。」＝二王頁（凶）「問書」一一一三七頁。四一七頁。（げ）「問書」一一三三頁。（同）「問書」一 二二頁。（印） 却 「問書」一 四一頁。（幻）「問書」四一
J1
頁 。
（勾）「穂積陳重。穂積重遠鵡「五人組法規集」正編・続編上
・下K
よる。
（幻）大日本聯合青年団発行 若者制度の研究」有賀恭一「諏
訪の砦者仲間。」中山太郎「日本若者史」
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